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喜界島観光大使第 1 号　松井美緒さん

喜界島を盛り上げるためお力添えを賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。　m（_ _）m



Topics i n KIKAIJIMA

一緒に喜界島を盛り上げていきましょう！！！

　タレントの松井美緒さんに喜界島の観光大使を委嘱

松井美緒さん（タレント）に喜界島の観光大使

を委嘱し、10 月 15 日町長室において委嘱状

を交付した。

　松井さんの旦那さんは、プロ野球の埼玉西武ライ

オンズや東北楽天ゴールデンイーグルス、メジャー

リーグでプレーしていた松井稼
か ず お

頭央さん（現西武ラ

イオンズ 2 軍監督）。

　松井さんはタレントとして活躍していたが 25 歳

で結婚し、その後は専業主婦として旦那さんを食事

などの面でサポート。今はタレント業を再開し活動

志戸桶海水浴場や阿伝の海岸などに 10 月 10 日頃か

ら、大量の軽石が漂着。その後は潮流によって島内

海岸の至るところで漂着を確認。

　軽石の正体は、東京都の小笠原諸島にある南硫黄島か

ら北北東約 5km に位置する「福徳岡ノ場」の海底火山の

噴火物とみられる。

　福徳岡ノ場では噴火が 8 月中旬から頻発し、35 年ぶり

に新島が出現。その噴火により発生した軽石が 2 カ月で

1,000km以上もの距離を漂流し、奄美各島などに到着した。

　本町の水産業においても、漁船がこの軽石を吸い込む

などして機材が故障するといった影響が出ており、奄美

群島全体で国や県に対して対応を要請している（10 月

20 日現在）。

している。

　料理の腕前はかなりのもので料理本を出版するほ

ど。さらにエプロンやエコバッグなどを扱うブラン

ドをプロデュースするなど多方面で活躍。

　この観光大使委嘱については、松井さんがプライ

ベートで何度も来島するほど喜界島のことを気に

入ってくださっていることがあり、実現に至った。

　今後、関東などで開催される喜界島をＰＲするイ

ベントであったり、島内でのイベントにも参加する

ことを予定しており、それらを通して喜界島の魅力

を島内外から発信することが期待できる。

松井美緒さん

1974 年１月 15 日生

新潟県出身

トラクターも運転できる

とても気さくな方です

青い海、白い砂浜が灰色に !?

　福徳岡ノ場から軽石が大量に漂着

志戸桶海水浴場（上）と阿伝（下）の状況
令和 3 年 10 月 16 日現在

こんなものが大量に…
軽石の上を歩くときは
ご注意を。
・転倒しやすい
・ どこから海面なのか

わかりにくい所もあ
ります
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町からのおしらせ
Information from town 

　喜界高校に通いながら喜界島サンゴ礁科学研究所で研

究をする、島外在住の生徒のための寮を建設しています。

　場所は、湾の旧前川医院の跡地です。来年４月から高

校生の受け入れを始めます。

　この寮を皆様に知っていただき、寮で暮らす高校生を

皆様に見守っていただけますよう、寮の名称を募集します。

１ 名前の条件

　 名前には、「寮」を入れて下さい。

２ 応募方法

　 郵便はがき又は持参により応募して下さい。

　 お問い合わせ・応募先

　 〒 891-6292　鹿児島県大島郡喜界町湾 1746 番地

　 喜界町役場　企画観光課　ふるさと未来創生室

　 ☎ 0997-65-3682

３ 応募の締め切り

　 令和３年 12 月 28 日（火）

４ 発表方法

　 喜界町ホームページで発表します。

　「世界人権宣言」は、基本的人権及び自由を尊重し確保するため

に、昭和23年12月10日に国際連合総会において採択されました。

　世界人権宣言採択を記念して、採択日の 12 月10 日を「人

権デー」と定め、人権擁護活動を推進するための各種行事を

実施しています。

　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、「人権デー」を

最終日とする12 月 4 日から10 日までの1 週間を「人権週間」

と定め、世界人権宣言の意義を広く国民に呼びかけ、人権尊

重思想の普及高揚を図っています。

　各市町村には、法務大臣が委嘱した人権擁護委員がおり、地域

に密着した存在として様々な人権に関する相談に応じています。

　本町では次の方々が人権擁護委員として活動しています。

　　　　　喜界町人権擁護委員　

　　　　　　体岡　光子さん（大朝戸）

　　　　　　碇山　典子さん（荒　木）

　　　　　　安藤　和久さん（上嘉鉄）

　12 月７日火曜日午前 10 時から午後３時まで役場会

議室において特設人権相談所を開設します。

　親子、差別・いじめなどの問題でお困りの方は、お気軽

にご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。

町民税務課からのおしらせ１
「第 73 回人権週間」について

　喜界町を含む県内すべての市町村で、平成 30 年度か

ら、８月と 12 月を「鹿児島県県下一斉国保税滞納整理

強化月間」と定め、納税意識を高める取組を実施してい

ます。国保税は、国保制度を支える貴重な財源です。納

期内納付へのご協力をお願いします。

＜問い合わせ先＞町民税務課　国民健康保険税係

　　　　　　　　☎ 0997-65-3686（直通）

北朝鮮人権問題啓発週間とは

　平成 18 年６月に「拉致問題その他北朝鮮当局による

人権侵害問題への対処に関する法律」が施行され、拉致

問題を初めとする北朝鮮当局による人権侵害問題は、国

際社会を挙げて取り組むべき課題とされています。解決

のためには、この問題について、関心と認識を深めてい

くことが大切です。

北朝鮮による日本人拉致問題について

　1970 年代から 80 年代にかけて、北朝鮮による多く

の日本人が拉致されました。現在、17 名が政府によっ

て拉致被害者として認定されています。また、政府が認

定した被害者以外にも、いわゆる特定失踪者等の北朝鮮

による拉致の可能性を排除できない人たちがいます。

　平成 14 年９月に第１回日朝首脳会談において、北朝

鮮は日本人を拉致していたことを認め、謝罪しました。

その後、５名の被害者が帰国しましたが、残りの拉致被

害者については、いまだ納得のいく説明がありません。

　拉致問題は、我が国の主権や国民の生命と安全に関わ

る重大な問題であり、日本政府は、北朝鮮側から納得の

いく説明や証拠の提示がない以上、安否不明の拉致被害

者が全て生存しているとの前提に立って、被害者の即時

帰国と納得のいく説明を行うよう強く求めています。

　政府は、国の責任において、拉致問題の解決に取り組

み、全ての拉致被害者の一刻も早い帰国に向けて全力を

尽くします。

　　北朝鮮当局による

　　人権侵害問題に対する

　　認識を深めましょう

　　　　　　　　　　　　　人ＫＥＮまもるくん    　人ＫＥＮあゆみちゃん

【問い合わせ先】喜界町役場　町民税務課

　　　　　　　　☎ 0997-65-3687

町民税務課からのおしらせ３
 12 月 10 日から 16 日までは「北朝
鮮人権侵害問題啓発週間」です

企画観光課からのおしらせ　
「高校生の寮の名称を募集します」

町民税務課からのおしらせ２
８月と 12 月は「鹿児島県県下一斉国
保税滞納整理強化月間」です
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町からのおしらせ
Information from town 

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において

全額が社会保険料控除の対象となります。控除の適用を

受けるためには、年末調整や確定申告の際に、保険料を

支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。

●控除の対象

・ その年の1月1日から12月31日までに納付した国民年

金保険料の全額。（過去の年度分も含む）

・ご家族の保険料を納付した場合も控除対象です。

●控除を受けるための証明書類

　日本年金機構から次のスケジュールで「社会保険料（国

民年金保険料）控除証明書」が送付されますので、年末

調整や確定申告の際にお使いください。

① 令和 3 年 1 月 1 日～令和 3 年 9 月 30 日までに納付

された方：11 月上旬に発送。

保健福祉課からのおしらせ
 「社会保険料（国民年金保険料）控除証
明書」の発送について

② 令和 3 年 10 月１日～ 12 月 31 日までに今年初めて

納付された方：令和３年 2 月上旬に発送。

●問い合わせ

　保健福祉課国民年金担当　☎ 0997-65-3685

　奄美大島年金事務所　　　☎ 0997-52-4341

　11 月 30 日（いいみらい）は「年金の日」です。

　公的年金制度の趣旨や仕組みへの理解を深め、ご自身

の年金記録や年金見込額を確認し、将来の生活設計につ

いて考えてみませんか？

◎ 公的年金は、老後の支え（老齢年金）としての役割だ

けでなく、若い時に障害を負ってしまった場合や家計

の支え手を亡くした場合（障害年金・遺族年金）にも

支えます。

◎ 年金保険料を未納のまま放置すると、年金の受給がで

きない場合があります。（納付が難しい場合は免除申

請制度があります）

◎ 「ねんきんネット」をご利用になると、ご自身の年金

記録の確認や受給見込額の試算ができます。（日本年

金機構ホームページでご確認ください）

自宅にバンジロウやかんきつ類を植えている皆様へ
～ミカンコミバエの侵入警戒にご協力ください～

　ミカンコミバエは、熟したバンジロウなどの果実に好んで卵を産み付

け、幼虫が果実の中を食い荒らします。

　ミカンコミバエを発生させないために、バンジロウなどの果実に産卵

させないことが重要です。

皆様へのお願い
１． 食べる予定のないバンジロウ、カキ、かんきつ類などの果実は早め

に摘果し、廃棄してください。

２． 摘果した果実、落下した果実などは、ビニール袋に入れて密封し、

お住まいの地域のゴミ出しルールに従って処理してください。

ミカンコミバエ成虫（植防 HP）
（体長約 7.5mm）

バンジロウの果実（支庁ハンドブック） シマミカンの果実 カキの果実（支庁ハンドブック）

喜界町役場農業振興課　営農支援センター　☎ 0997-65-0692

鹿児島県大島支庁農政普及課特殊病害虫係　☎ 0997-52-0299

門司植物防疫所名瀬支所　　　　　　　　　☎ 0997-52-0459

問い合わせ先
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あゆみ幼稚園
運動会（10/17）

のぞみ幼稚園
運動会（10/24）
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裁判員制度～まもなく名簿記載通知が発送されます～
　裁判員制度は、スタートから 10 年以上が経過し、令和 2 年 12 月までに約 10 万人の方が裁判員・補充裁判

員として裁判に参加されています。

　国民の皆さまの積極的な参加により、裁判員制度は円滑に実施されています。裁判員制度は、国民の皆さまの

ご協力なしには成り立たない制度ですので、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

☆　裁判員候補者名簿記載通知について

　令和 4 年の裁判員候補者名簿に登録された方には、

本年 11 月中旬に名簿に登録されたことの通知（名簿記

載通知）をお送りします（令和 4 年 1 月1 日時点で 20

歳以上の方に限られます）。この通知は、来年 2 月頃か

らの約 1 年間に裁判所にお越しいただき、裁判員に選ば

れる可能性があることを事前にお伝えし、あらかじめ心

づもりをしていただくためのものです。

　なお、この段階では、まだ具体的な事件の裁判員候補

者に選ばれたわけではありませんので、すぐに裁判所に

お越しいただく必要はありません（実際に裁判所にお越

しいただくことになった場合には、別途お知らせします）。

☆　裁判員候補者名簿ができるまで

　裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委員会が

選挙人名簿からくじで無作為抽出した名簿を基に、全

国の地方裁判所で作成します。

　裁判員候補者名簿に登録される人数は、予想される

裁判員裁判対象事件の数などによって毎年変動します

が、令和 4 年の名簿に登録される方の人数は、全国

で約 23 万 3000 人です（選挙人名簿登録者全体に占

める割合は、約 453 人に 1 人）。

☆　名簿記載通知の発送用封筒（サンプル）

料金後納
郵 便

親 展

折曲厳禁

令和2年11月

大切なお知らせです。必ず、ご開封ください。

このお知らせに関するお問い合わせ先  0120-＊＊＊-＊＊＊
受付時間　午前8時30分～午後6時30分（日曜祝日除く）
（開設期間　令和2年11月17日（火）～同年12月16日（水））

音声コードです。下部の切り
欠きは音声コードがあること
をお伝えするものです。

〒１０２－８６５１
東京都千代田区隼町４番２号

最 高 裁 判 所

00000000#

〒０００－００００
○○県○○市○○町○丁目○－○

○○○○　様

000

連
載
「
ジ
オ
と
喜
界
島
」

第
4
回
「
ジ
オ
と
お
酒
」（
前
編
）

　

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所　

椛
島
賢
斗

　

今
回
は
喜
界
島
の
大
地
（
ジ
オ
）
と
お
酒
の
繋

が
り
を
学
ぶ
た
め
、喜
界
島
酒
造
の
上
園
田
さ
ん
、

朝
日
酒
造
の
喜
禎
さ
ん
の
両
社
長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

ー
喜
界
島
で
の
お
酒
造
り
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。
ー

喜
禎
：
お
酒
造
り
で
大
切
な
の
が
水
。
黒
糖
焼
酎

は
奄
美
で
し
か
造
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
そ
の
中
で
も
喜
界
島
は
サ
ン
ゴ
の
島
と
い
う

こ
と
で
個
性
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

上
園
田
：
島
も
違
え
ば
水
も
違
い
ま
す
。
奄
美
群

島
で
造
ら
れ
る
黒
糖
焼
酎
は
、
他
の
種
類
の
焼

酎
よ
り
も
味
や
癖
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
な

と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
ね
。
喜
界
島
の
特
徴
は
、
水

が
特
殊
で
極
端
な
硬
水
で
す
。
硬
水
は
仕
込
み

水
と
し
て
は
良
い
の
で
す
が
、
割
り
水
と
し
て
は

向
い
て
い
ま
せ
ん
。
原
酒
は
40
度
く
ら
い
で
す
が
、

商
品
は
25
度
く
ら
い
で
出
す
の
で
水
で
う
す
め
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
水
の
味
っ
て
非
常
に
大
切

な
ん
で
す
。
硬
水
を
軟
水
に
変
え
る
と
い
う
一
苦

労
が
あ
り
、
こ
の
島
の
お
酒
造
り
は
水
に
気
を
使

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
分
、
味
が
安
定
し
て

い
る
と
い
う
の
も
こ
の
島
の
お
酒
の
特
徴
で
す
。

喜
禎
：
逆
に
、
仕
込
み
水
と
し
て
は
喜
界
島
の
水

は
向
い
て
い
ま
す
。
硬
水
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル

が
酵
母
菌
を
活
発
に
し
、
硬
水
の
お
か
げ
で
造
ら

れ
る
味
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意

味
で
は
硬
水
か
ら
仕
込
み
が
始
ま
る
喜
界
島
は

面
白
く
、
素
敵
な
環
境
で
お
酒
が
造
ら
れ
て
い
る

ん
だ
な
と
い
う
の
は
実
感
し
ま
す
ね
。

上
園
田
：
ま
た
そ
の
水
が
、
サ
ン
ゴ
由
来
だ
と
い

う
の
が
面
白
い
。
ま
さ
に
喜
界
島
の
大
地
（
ジ

オ
）
を
く
ぐ
っ
て
こ
な
い
と
出
て
こ
な
い
も
の
な

の
で
、
こ
の
島
で
は
水
そ
の
も
の
が
サ
ン
ゴ
の
大

き
な
恵
み
だ
と
言
え
ま
す
ね
。
割
り
水
に
向
か

な
い
な
ど
の
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
苦
労

が
あ
っ
て
お
い
し
い
お
酒
と
品
質
管
理
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

喜
禎
：
自
然
の
中
で
お
酒
造
り
を
し
て
い
る
の

で
、
サ
ン
ゴ
か
ら
く
る
硬
水
を
う
ま
く
利
用
し

て
い
る
今
の
造
り
方
を
崩
さ
ず
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

ー
こ
の
島
の
大
地
（
ジ
オ
）
の
恵
み
が
あ
っ
て
、

今
日
も
こ
の
島
の
お
い
し
い
お
酒
が
人
と
人
を
繋

い
で
い
る
ん
で
す
ね
。
ー
（
後
編
に
続
く
）

※ 

硬
水
と
軟
水
…
水
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
な

ど
の
硬
度
で
味
や
口
当
た
り
が
変
わ
る
。
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

サンゴ通信
№４２№４２

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体
験
記

～
サ
ン
ゴ
の
石
垣
・
阿
伝
の

  　　

魅
力
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
～

　

こ
の
写
真
は
第
一
回
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
も
の
で
す
。
阿
伝
集
落

の
崩
れ
た
石
垣
を
補
修
す
る
活
動

の
お
手
伝
い
。
石
垣
保
存
会
の
武
田

さ
ん
や
本
島
さ
ん
、
基
井
さ
ん
が
石

垣
を
積
ん
で
い
く
姿
を
見
て
、
石
垣

積
み
は
職
人
技
だ
な
と
感
服
し
ま
し

た
。
阿
伝
集
落
の
サ
ン
ゴ
の
石
垣
道
、

こ
の
悠
久
の
景
観
を
後
世
に
残
し
た

い
！
と
い
う
熱
い
気
持
ち
が
一
緒
に

作
業
を
す
る
中
で
強
く
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
す
ご
く
か
っ
こ
い
い
な
！

と
、
私
の
手
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。

約
２
時
間
の
作
業
は
少
し
大
変
で
し

た
が
、
合
間
の
休
憩
で
飲
み
物
や
美

味
し
い
島
み
か
ん
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
本
当
は
作
業
の
後
、
ビ
ー
ル
で

乾
杯
し
た
い
ね
」
と
本
島
さ
ん
（
笑
）。

　

「
こ
の
サ
ン
ゴ
の
石
垣
積
み
も
ツ

ア
ー
に
組
み
込
め
た
ら
い
い
で
す
ね
」

と
、
武
田
さ
ん
と
お
話
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
全
部
で
10
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
私
自
身
が
気
付

か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
阿
伝
の
1
番
魅
力
的
な
コ
ン

テ
ン
ツ
は
自
然
の
景
観
や
場
所
で
は

な
く
、
そ
こ
に
『
住
ん
で
い
る
人
々
』

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
の
方
々

の
昔
話
や
思
い
出
を
聞
く
と
、
阿
伝

の
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
！
驚
い
た

の
は
、
強
烈
な
台
風
や
狭
い
集
落
面

積
な
ど
厳
し
い
環
境
に
囲
ま
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
阿
伝
集
落
で
す

が
、
昔
は
喜
界
島
の
中
で
も
群
を
抜

い
て
園
芸
や
農
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
他
に
も
惹
き
つ

け
ら
れ
る
昔
話
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
歴
史
や

　

み
な
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
！
喜
界

島
の
大
自
然
を
愛
し
て
や
ま
な
い
、
サ

ン
ゴ
研
の
吉
田
桃
英
（
も
も
え
）
で
す
。

島
で
の
趣
味
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
広
が

る
海
で
遊
ぶ
こ
と
と
エ
イ
サ
ー
を
一
心

に
乱
舞
す
る
こ
と
で
す
。

　

喜
界
島
に
来
て
早
４
箇
月
、
現
場

と
研
究
所
で
素
晴
ら
し
い
唯
一
無
二

の
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
た
く

さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
１
つ

に
、
サ
ン
ゴ
の
石
垣
が
魅
力
的
な
阿

伝
集
落
を
テ
ー
マ
と
し
た
ツ
ア
ー
を

集
落
の
方
々
と
協
力
し
て
作
り
上
げ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
私
が
特
に
深
く
関
わ
ら
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
ち
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　

サ
ン
ゴ
の
石
垣
道
と
目
の
前
に
広

が
る
海
岸
が
と
っ
て
も
素
敵
な
阿
伝

集
落
。
の
ん
び
り
歩
い
て
い
る
と
た
く

さ
ん
の
蝶
々
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
垣
と
、

綺
麗
な
曲
線
を
描
く
よ
う
に
並
ぶ
石

垣
道
は
い
つ
も
私
の
心
を
癒
し
て
く

れ
ま
す
。
石
垣
か
ら
の
ぞ
く
碧
い
海

や
広
大
な
空
、
振
り
向
く
と
切
り
立

つ
雄
々
し
い
崖
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
魅
力
的
な
景
観
を
ど
う
し
た

ら
喜
界
島
の
方
々
や
島
外
の
方
々
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と

考
え
た
の
が
ツ
ア
ー
作
り
の
始
ま
り

で
し
た
。

　

ま
ず
は
自
分
た
ち
が
阿
伝
集
落
の

方
々
を
訪
問
し
、
景
観
以
外
の
魅
力

に
気
づ
く
こ
と
。
そ
し
て
そ
こ
に
住
む

集
落
の
方
々
に
お
会
い
し
て
、
実
際

に
生
活
す
る
人
々
が
思
う
阿
伝
の
魅

力
や
集
落
が
抱
え
る
課
題
を
お
伺
い

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
阿
伝
集
落
に
足
を

運
び
、
ツ
ア
ー
作
成
に
向
け
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
こ
と
で
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
に

盛
り
込
み
た
い
『
阿
伝
の
場
所
や
人

物
』
を
地
域
の
方
々
に
お
伺
い
し
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
課
題
も
挙
げ

て
い
た
だ
き
、
解
決
に
向
け
て
「
こ

の
ツ
ア
ー
で
で
き
る
こ
と
」
を
一
緒
に

考
え
ま
し
た
。

思
い
出
を
、実
際
に
住
ん
で
い
る
方
々

の
口
か
ら
ツ
ア
ー
の
中
で
お
話
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
、
何
よ
り
大
切
だ

な
と
確
信
し
ま
し
た
。
そ
し
て
集
落

の
方
々
の
言
葉
、
表
情
、
存
在
が
、

ツ
ア
ー
に
来
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
の

心
の
中
に
残
り
、
後
世
に
残
っ
て
い

く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
を
一
緒
に
作
っ
て
く
だ
さ

る
武
田
さ
ん
は
じ
め
阿
伝
集
落
の
み

な
さ
ん
、
さ
ら
に
は
他
集
落
か
ら
ご

協
力
い
た
だ
く
み
な
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
も

頼
り
な
い
私
に
優
し
く
親
切
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
と
尊
敬
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

阿
伝
集
落
の
方
々
が
「
こ
の
ツ

ア
ー
が
で
き
て
よ
か
っ
た
な
」
と
思

え
る
も
の
が
作
れ
る
よ
う
に
、
今
後

も
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！
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☎　

自
分
の
何
気
な
い
言
葉
で
、
誰
か
を
傷
つ

け
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

誰
か
の
何
気
な
い
言
葉
に
、
傷
つ
け
ら
れ

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

家
族
、
友
達
、
仕
事
仲
間
、
日
常
の
い
ろ

い
ろ
な
場
面
で
、
み
ん
な
、
誰
に
で
も
経
験

が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
は
何
気
な
く
言
っ

た
つ
も
り
の
言
葉
で
も
、

言
わ
れ
た
相
手
を
、
と
て

も
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
思
い
や
り
」
と
は
、
他
人
の
心
情
や
身
の

上
な
ど
に
心
を
配
る
こ
と
、
そ
の
気
持
ち
、
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
持
つ
た
め
に
は
、
相

手
の
気
持
ち
を
想
像
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

思
い
や
り
の
あ
る
人
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

①
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る

②
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る

③
〝
お
た
が
い
さ
ま
〝
の
精
神
が
あ
る

④
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
相
手
も
で
き
る
と
は

思
わ
な
い

⑤
笑
顔
を
大
切
に
し
て
い
る

⑥
相
手
に
見
返
り
を
求
め
な
い

⑦
相
手
が
求
め
て
い
る
以
上
の
こ
と
を
し
な
い

⑧
行
動
が
す
べ
て
だ
と
思
わ
な
い

　

思
い
や
り
の
心
を
持
ち
続
け
る
の
は
、
簡

単
な
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
と
っ
て
も
難
し

い
で
す
。

　

思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
っ

て
も
、
自
分
に
余
裕
が
な
く
な
る
と
急
に
思

い
や
り
の
心
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
思
い
や
り

の
な
い
人
に
な
っ
て
し
ま
う
…
と
悩
ん
で
い

る
人
も
多
く
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

誰
も
が
、
好
き
で
思
い
や
り
の
な
い
人
に

な
り
た
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

み
ん
な
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
が
け
で
、
優
し
い
社
会

に
な
る
と
よ
い
で
す
ね
！

倉橋海
み ず ほ

瑞穂ちゃん福井渚
な お

生くん德田柚
ゆ ず は

華ちゃん

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

い
い
日
　

い
い
日
　

毎
日
あ
っ
た
か
介
護

あ
り
が
と
う

～
11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」
～

　

「
ケ
ア
ラ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
「
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
、

心
や
か
ら
だ
に
不
調
が
あ
り
、
ケ
ア
の
必
要

な
家
族
や
近
親
者
、
友
人
、
知
人
な
ど
を
無

償
で
ケ
ア
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
ケ
ア
ラ
ー
連
盟
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
か
ら
ケ
ア
ラ
ー
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

介
護
を
苦
に
し
た
痛
ま
し
い
事
件
（
殺
傷

や
心
中
）
は
全
国
で
ひ
と
月
に
約
３
件
お

こ
っ
て
お
り
、
介
護
離
職
は
年
間
10
万
人
、

高
校
生
の
う
ち
20
人
に
１
人
は
家
族
の
ケ
ア

を
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。誰
も
が
、

ケ
ア
を
受
け
る
側
か
ケ
ア
ラ
ー
に
な
る
時
代

で
す
。
ケ
ア
ラ
ー
が
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な

い
、
支
え
合
え
る
、
そ
ん
な
社
会
を
目
指
し

た
い
で
す
ね
。

思
い
や
り
の
あ
る
声
か
け
が

で
き
て
い
ま
す
か
？

３
歳
児
健
診
で
む
し
歯
ゼ
ロ
の

　
　
　
　

お
友
達
を
紹
介
し
ま
す

宮　愛
あ い る

瑠くん山下珠
み ら い

礼ちゃん上床侑
ゆ な の

菜乃ちゃん 臼山　大
だ い ち

智くん

　

い
ち
ば
ん
大
変
な
の
は
24
時
間
拘
束
さ

れ
る
こ
と
。
疲
れ
て
人
と
会
っ
て
も
笑
顔
が

出
ま
せ
ん
。
で
も
代
わ
っ
て
く
れ
る
人
は
い

ま
せ
ん
。
自
分
よ
り
介
護
し
て
い
る
相
手

の
方
が
長
生
き
す
る
の
で
は
な
い
か
。
わ

た
し
は
、
死
ぬ
ま
で
介
護
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
介
護
が
な
け
れ
ば
生
活
が
も
う
少

し
楽
に
な
る
と
か
、
そ
ん
な
み
に
く
い
こ
と

を
考
え
る
自
分
が
情
け
な
く
な
り
ま
す
。
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10
月
20
日
（
水
）、
21
日
（
木
）
に
喜
界
小

学
校
、
早
町
小
学
校
、
喜
界
中
学
校
に
お
い

て
「
あ
す
チ
ャ
レ
！
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

「
あ
す
チ
ャ
レ
！
ス
ク
ー
ル
」
と
は
、
日
本

財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主

催
の
、
小
・
中
・
高
等
学
校
向
け
の
パ
ラ
ア

ス
リ
ー
ト
か
ら
学
ぶ
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
型

出
前
授
業
で
す
。
今
回
喜
界
島
に
は
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
冬
合
わ
せ
て
５
回
出
場
さ
れ

た
マ
ル
チ
ア
ス
リ
ー
ト
の
加
藤
正
さ
ん
が
来

島
し
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
体
験

型
出
前
授
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

出
前
授
業
で
は
、
実
際
に
車
椅
子
バ
ス
ケ

と
ボ
ー
ル
の
試
合
や
加
藤
講
師
の
体
験
に
基

づ
く
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
講
話
の
中
で
加

藤
講
師
は
、「
障
が
い
」
と
は
「
障
が
い
者
自
身
」

が
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
社
会
に
存
在
す
る

も
の
と
す
る
考
え
方
や
多
様
性
を
認
め
合
う

こ
と
の
大
切
さ
や
他
者
が
抱
え
る
問
題
を
自

分
の
こ
と
、
同
じ
仲
間
の
こ
と
と
し
て
捉
え
る

力
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
す
べ
て
の
人
が
個
々
の
可
能
性

を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
勇
気
を
も
っ

て
挑
戦
す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
自
身
の

体
験
を
基
に
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
、
そ
の
話

を
真
剣
に
聞
き
い
っ
て
い
る
子
ど
も
達
の
姿

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

「
あ
す
チ
ャ
レ
！
ス
ク
ー
ル
」
開
催
後
、
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
初
め
て
車
椅
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
体
験
し
て
、
と
て
も
難
し

か
っ
た
。
車
椅
子
で
プ
レ
ー
し
て
い
る
選
手
の

こ
と
が
と
て
も
す
ご
い
と
思
っ
た
。」
や
「
相

手
と
よ
り
よ
い
関
係
を
築
き
な
が
ら
生
活
す

る
た
め
に
、
相
手
が
何
を
困
っ
て
い
る
の
か
を

考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
周
り
の
仲
間
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
考
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
き
た
い
。」

と
い
っ
た
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
達
は
、

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
認
め
る
こ
と
の
大
切
さ

や
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
の
必
要
性
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
ま
す
。

喜
界
小
学
校
の
６
年
生
の
皆
さ
ん
が

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
！

10
月
12
日
（
火
）、
喜
界
小
学
校
６
年
い
組

34
名
の
児
童
が
歴
史
民
俗
資
料
室
の
見
学
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
中
央
公
民
館

旧
館
２
階
に
あ
る
「
う
む
い
の
館
」
を
見
学
し
、

文
化
財
調
査
員
か
ら
文
化
財
や
喜
界
島
の
歴

史
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

喜
界
島
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
総
合
的
な

学
習
の
授
業
の
一
環
で
事
前
に
、
中
央
公
民

館
の
文
化
財
調
査
員
に
よ
る
出
前
授
業
で
学

習
し
て
い
ま
し
た
。

　

見
学
は
、
各
自
が
調
べ
る
テ
ー
マ
に
合
っ
た

文
化
財
に
つ
い
て
、
文
化
財
調
査
員
に
詳
し
く

聞
い
た
り
、
調
べ
学
習
の
資
料
と
し
て
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
機
器
で
写
真
を
撮
影
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

見
学
に
参
加
し
た
児
童
は
、「
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
喜
界
島
の
歴
史
が
知
れ
て
よ
か
っ

た
。
も
っ
と
喜
界
島
に
つ
い
て
調
べ
た
く
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

歴
史
民
俗
資
料
室
の
見
学
や
出
前
授
業
、

本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
情
報
を
元

に
し
て
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
発
表
を

行
う
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
見
学
や
調
べ
学
習
を
と
お
し
、
児

童
の
皆
さ
ん
が
探
求
す
る
心
や
、
郷
土
に
対

す
る
興
味
・
愛
着
を
育
む
こ
と
が
出
来
れ
ば

幸
い
で
す
。

あ
す
チ
ャ
レ
！
ス
ク
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

12



891-6201
0997 65-0962 FaX 0997 65-2523 Email info@kikai-lib.jp

…

…
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（受付時間 8：30～17：00）

✉ info@mineyama-co.jp
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http://minex.theshop.jp

有料広告
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1

今どきびっくり！蒲生に宅地 （562 ㎡、 170 坪）

家 （132 ㎡、 40坪） をただ （無償） であげる ! !

※連絡先
　080-1776-3086（吉田靖・花良治集落）

有料広告

所在地：喜界町花良治 3115 番地（蒲生）

15 Kikai Public Relations 2021.11



有料広告

16



有料広告

令和４年度
生徒募集! !
ＥＣＣジュニア
喜界教室

講師　中山　マリアリン

喜界町湾 89 番地

☎ 6 5 - 3 5 4 4

中学生・高校生・一般
英語検定

有料広告
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＊ 1 歳になりました＊
【赤連】【赤連】

　彩歩 1歳おめでとう！
　日々出来ることが増え色んな表情を見せて
くれて家族みんな毎日幸せを感じてるよ。生
まれて来てくれてありがとう。
　これからも元気に楽しく過ごそうね♡

（父　龍也 ・母　友美）（父　龍也 ・母　友美）

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
）

氏
名
（
敬
称
略
）
　
　

住
所

町
田　

耕
一

松
永　

イ
サ
子

三
島　

淳
茂

邦　

芳
雅

田
中　

英
一

田
中　

聡

渡
辺　

晃
弘

図
師　

武

髙
橋　

司

牧
野　

明
美

水
上　

暁
美

脇
田　

隆
四
郎

榮　

治
雄

竹
田　

明
彦

橋
本　

香
里

大
庭　

健
二

岩
崎　

信
吾

柴
田　

れ
い
子

塚
越　

修

大
場　

芙
美
子

長
島　

洋
介

兵
庫
県
西
宮
市

兵
庫
県
伊
丹
市

東
京
都
新
宿
区

大
阪
府
堺
市

大
阪
府
大
阪
市

東
京
都
八
王
子
市

神
奈
川
県
横
浜
市

大
阪
府
河
内
長
野
市

神
奈
川
県
横
浜
市

山
口
県
下
関
市

静
岡
県
静
岡
市

大
阪
府
茨
木
市

兵
庫
県
宝
塚
市

神
奈
川
県
川
崎
市

兵
庫
県
西
宮
市

東
京
都
国
立
市

兵
庫
県
芦
屋
市

東
京
都
足
立
区

東
京
都
立
川
市

山
形
県
天
童
市

東
京
都
大
田
区

大
石　

正
俊

岩
坪　

伸
一

中
井　

大
輔

三
村　

大
悟

谷
口　

美
咲

佐
藤　

美
穂

本
山　

祐
大

武
居　

正
史

中
居　

順
子

山
口　

健
太
郎

杉
本　

恵

立
花　

広
一

福
原　

安
三

西　

英
一

三
原　

忠
則

中
西　

敏
子

三
海　

隆
幸

小
暮　

忍

種
畑　

昌
明

柴
田　

裕
美
子

渡
部　

正
樹

池
本　

綾
子

勝
本　

健
司

福
岡
県
福
岡
市

滋
賀
県
大
津
市

三
重
県
松
阪
市

東
京
都
武
蔵
野
市

岡
山
県
倉
敷
市

東
京
都
練
馬
区

栃
木
県
宇
都
宮
市

兵
庫
県
神
戸
市

東
京
都
足
立
区

東
京
都
狛
江
市

愛
知
県
知
立
市

埼
玉
県
本
庄
市

大
阪
府
枚
方
市

兵
庫
県
小
野
市

姶
良
市

姶
良
市

北
海
道
札
幌
市

埼
玉
県
本
庄
市

北
海
道
札
幌
市

東
京
都
小
金
井
市

大
分
県
竹
田
市

兵
庫
県
姫
路
市

兵
庫
県
神
戸
市

牧岡　牧岡　彩彩
い ろ あい ろ あ

歩歩ちゃんちゃん

　初めてのお誕生日おめでとう。この一年愛
おしくてたまらない事ばかりでした。
　どこへ行ってもパパ似と言われる瑛心くん。
これからも大好きなお姉ちゃんと仲良く元気
いっぱいに育ってね♡

徳田　徳田　瑛瑛
えいしんえいしん

心心くんくん

（父　健一 ・母　真奈美）（父　健一 ・母　真奈美）

【志戸桶】【志戸桶】

上地　上地　絃絃
い とい と

友友ちゃんちゃん

（父　徳人 ・母　恵理）（父　徳人 ・母　恵理）

【赤連】【赤連】

　食欲モリモリ、愛嬌いっぱいの華歩ちゃん。
　面倒見の良いお姉ちゃんと、ししー全開の
お兄ちゃんとたくましく成長しています。華
歩ちゃんの笑顔がみんなの癒しです。これか
らも笑顔いっぱいすくすく育ってね♡

【中里】【中里】

榮　榮　華華
か ほか ほ

歩歩ちゃんちゃん

（父　将悟 ・母　望美）（父　将悟 ・母　望美）

　音楽がなると手を叩いてニコニコ♡初めて覚えた
言葉は『マンマ』。ご飯はたーくさん食べますっ♪
　２人のお兄ちゃんに可愛がられて育ってます。
　周りの人との繋がりを大切に、多くの友に恵まれ
ますように。。。
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（
敬
称
略
）

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

納付をお忘れなく ！（11 月）

【税】国民健康保険税・介護保険料・後

期高齢者保険料 【4期分】　11/30まで

【使用料】11月分上下水道使用料・公営

住宅使用料・ 保育料　11/30まで

　納入はお早めに ! 口座振替をされている方は、
残高の確認をお忘れなく！

喜界町の住民基本台帳人口

豊
田　

一
男

原
田　

裕
之

原
田　

梨
央

厚　

長
要

郡
山　

直

宮
本　

奈
美

早
川　

朋
宏

平
松　

裕

清
川　

健

原　

雅
一

鈴
木　

俊
男

神
谷　

英
文

小
林　

摩
耶

埼
玉
県
久
喜
市

東
京
都
板
橋
区

東
京
都
板
橋
区

東
京
都
品
川
区

神
奈
川
県
相
模
原
市

神
奈
川
県
藤
沢
市

神
奈
川
県
川
崎
市

愛
知
県
春
日
井
市

奄
美
市

埼
玉
県
八
潮
市

山
形
県
天
童
市

熊
本
県
熊
本
市

千
葉
県
柏
市

渡
邉　

み
ど
り

福
島　

利
市

田
中　

智
恵
子

添
田　

進

安
藤　

雅
彦

米
田　

康
泰

清
水　

博
文

福
岡
県
古
賀
市

東
京
都
板
橋
区

埼
玉
県
富
士
見
市

北
海
道
根
室
市

宮
城
県
仙
台
市

広
島
県
広
島
市

兵
庫
県
新
温
泉
町

皆
さ
ま
の
善
意
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

弘
岡　

稲
子

叶　

啓
子

<

萌
葉
会>

冥
土
へ
の
土
産
袋
に
ゆ
と
り
あ
り　

あ
れ
や
こ
れ
や
と
脳
作
業
か
な

気
が
か
り
な
ス
ギ
ラ
道
路
の
雑
草
は　

き
れ
い
に
刈
ら
れ
清す

が

し
き
早あ

さ朝
に

伯
母
二
人
黄よ

み泉
の
国
へ
と
旅
立
ち
ぬ　

大
だ
い
お
う
じ
ょ
う

往
生
も
寂
し
さ
募つ

の

る

神
奈
月
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
蝉
た
ち
は　

何
デ
シ
ベ
ル
か
の
騒そ

う
ぞ
う々

し
さ
を

眺の
ぞ

む
れ
ば
海
の
彼
方
の
灯あ

か
り
び火

を　

望
郷
の
碑
よ
り
手
に
取
ら
ん
と
す

不
愉
快
な
ひ
と
日ひ

も
あ
り
て
前
向
き
に　

生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
心
の
支

し
ば
し
ら柱

喜
界
島
に
漂
着
し
軽
石
は　

海
岸
沿
い
を
灰
色
に
染
む

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

　

氏　
　

名　
　

（
保
護
者
・
住
所
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

冨　

久
輔

基
井　

竹
子

梅
林　

昭
六

嶺
岡　

美
代
子

（
87
才
・
上
嘉
鉄
）

（
92
才
・
阿
伝
）

（
89
才
・
志
戸
桶
）

（
93
才
・
湾
）

氏　
　

名　
　
　

（
年
齢
・
住
所
）

  

氏　
　

名　
　

住
所

久
保　

あ
け
み

善
原　

真
佐
美

基
井　

宏
信

郡
山　

イ
ハ
エ

春
田　

八
重

松
園　

妙
子

梅
林　

昭
一

豊
島　

義
昭

利
村　

貴
一

折
島　

ナ
ヲ
子

高
木　

武
代

浜
岡　

博
紀

西
村　

ヒ
デ

南　

チ
ト
セ

德　

光
子

淺
岡　

ハ
ツ
江

荒
木

荒
木

阿
伝

志
戸
桶

山
田

志
戸
桶

志
戸
桶

川
嶺

湾手
久
津
久

志
戸
桶

湾赤
連

志
戸
桶

湾伊
実
久

藤
崎　

嘉か
え
い永

（
誠
之
・
荒
木
）

村
田　

秀
し
ゅ
う

  （
雅
季
・
中
里
）

原　
　

未み
く
る來

（
泉
・
上
嘉
鉄
）

村
上　

善よ
し
ま
さ優

（
敦
・
赤
連
）

郡
山　

長
朔

豊
島　

松
枝

榊　

秀
光

高
木　

シ
ナ
エ

德　

勝
夫

髙
野　

喜
代
美

折
島　

晴
一

淺
岡　

喜
代
二

南　

昌
雄

（
95
才
・
志
戸
桶
）

（
91
才
・
川
嶺
）

（
73
才
・
池
治
）

（
86
才
・
志
戸
桶
）

（
84
才
・
湾
）

（
61
才
・
赤
連
）

（
88
才
・
手
久
津
久
）

（
88
才
・
伊
実
久
）

（
99
才
・
志
戸
桶
）

（令和３年１１月１日現在）

世 帯 数   ・・・ 3,773 戸（ 1 ）

人 口   ・・・ 6,782 人（▲９）

男   ・・・ 3,366 人（▲４）

女   ・・・ 3,416 人（▲５）

（　）は前月比、▲はマイナス
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２１
.１１

Ｖ
ｏｌ．６

５
３

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

くらしのカレンダーくらしのカレンダー

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。

■　

編　

集　

後　

記　

■

　

今
月
号
は
何
と
言
っ
て
も
松
井
美
緒
さ
ん
の
観
光

大
使
就
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ビ
ラ
ー
野
球
少
年
だ
っ
た
小
学
生
の
頃
か
ら
、
プ
ロ

野
球
中
継
や
、
野
球
ゲ
ー
ム
で
「
稼
頭
央
す
げ
～
（
当

時
な
の
で
呼
び
捨
て
ご
容
赦
を
）」
な
ん
て
思
っ
て
い

た
の
で
、
そ
の
憧
れ
て
た
存
在
が
も
の
す
ご
く
近
く

な
っ
た
と
勝
手
に
思
っ
て
ま
す
。

　

走
攻
守
三
拍
子
揃
っ
た
「
日
本
プ
ロ
野
球
史
上
最

強
内
野
手
」と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
方
で
す
よ
ね
。

　

そ
の
旦
那
さ
ん
を
食
事
な
ど
の
面
か
ら
支
え
ら
れ

て
た
と
い
う
美
緒
さ
ん
。
も
ち
ろ
ん
旦
那
さ
ん
の
努
力

に
よ
る
も
の
と
は
思
い
ま
す
が
、時
代
が
時
代
な
ら〝
山

内
一
豊
の
妻
〝
に
代
わ
っ
て
い
た
か
も
…

　

昼
食
を
ご
一
緒
し
た
と
き
に
話
し
を
聞
け
た
の
で
す

が
、
す
ご
い
気
さ
く
で
優
し
い
方
で
す
。
時
期
が
ず
れ

て
い
た
ら
家
族
で
来
島
も
考
え
て
い
た
み
た
い
で
、
今

回
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
日
が
来
る
こ
と
を

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

あ
と
、
軽
石
。
小
笠
原
諸
島
か
ら
あ
ん
な
大
量
の

軽
石
が
漂
着
す
る
と
い
う
の
は
、
自
然
っ
て
計
り
知
れ

な
い
力
が
あ
る
な
と
思
う
と
同
時
に
、
早
く
解
消
で
き

た
ら
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
35
年
前
や
１
０
０
年
以
上

前
に
も
新
島
が
で
き
る
く
ら
い
の
噴
火
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
の
と
き
は
今
み
た
い
な
騒
動
っ
て
あ
っ
た
ん

で
す
か
ね
？

　

タ
ビ
か
ら
嬉
し
い
の
と
、
悩
ま
し
い
の
が
ほ
ぼ
同
時

に
舞
い
込
ん
で
き
た
10
月
で
し
た
。
そ
れ
ら
を
お
届
け

し
ま
し
て
今
月
号
も
恙

つ
つ
が

な
く
終
了
で
す
。

すこ・・・　旧すこやかセンター
子育・・・　子育て支援センター
コミ・・・　役場コミュニティホール
トレ・・・　役場トレーニング室
研修・・・　役場研修室
診療・・・　診療所（令和３年 12 月１日～ 12 月 31 日）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４

●資料休館日
●医師会健診結
果報告会（各健
診会場  3日まで）

●ブックスタート
おはなし会【11:00】
●団体貸出

【幼・保等 14:30】

●クリスマスお
はなし会・ぬい
ぐるみお泊まり
会【14:00】

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

●休館日 ●内科診療
（8 日まで）
【診療 8:30】

●奄美病院巡回
診療【診療 13:30】
●乳児検診・1歳
歯科相談

【すこ 13:30】

●おはなし会
（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ
映画）【14:00】

12 13 14 15 16 17 18

●内科診療
（15 日まで）
【診療 8:30】

●休館日
●母子相談

● 1 歳 6 か月
健診【コミ】

● 3 歳児健診 ●子育て支援来
館（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映
画）【11:00】

青少年育成の日
●おはなし会

（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映
画）【14:00】

19 20 21 22 23 24 25

家庭の日 ●休館日 ●おはなし会
（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ
映画）【14:00】

●内科診療
（28 日まで）
【診療 8:30】

26 27 28 29 30 31
●休館日 ● 年末 年 始 休

館日（～ 1/3）

20


